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１．会社概要

創業 1921年（2021年創⽴100年）

拠点
国内：3拠点、営業所16か所
海外⼦会社：4社 営業所2カ所
国内⼦会社：4社

従業員 連結993名（2019年期末現在）

本社 福岡県福岡市博多区東光2-7-25

資本⾦ 26億721万7,518円
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１．会社概要

社是：「最良の製品・サービスを以て社会に貢献す」

環境にやさしく安全で快適な社会のインフラの構築に貢献しています

OT

IT

プロダクト

Information Technology
情報技術

Operational Technology
制御技術

Product
モノづくり



2019年12⽉期連結売上
（部⾨構成⽐率）
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事業分野

電⼒・環境エネルギー・情報、サービスなど幅広い分野で事業展開。

22.1%

47.8%

5.0%

18.7%

6.4%

電⼒部⾨

環境エネルギー部⾨

その他

情報部⾨

サービス部⾨

１．会社概要【事業分野】

連結

24,514百万円

環境

部⾨

情報部⾨

環境
エネルギー
部⾨

電⼒部⾨

サービス
部⾨
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２．事業紹介 【ＯＴ・ＩＴ】

●IT(情報技術)・OT(制御技術)による情報制御システム
●電⼒設備の保守・メンテナンスや現場巡視の業務効率化を実現

電⼒の安定供給のため先進の制御技術で貢献

総合制御所システム 配電⾃動化システム

情報制御システム事業 IoＴシステム

電⼒系統を監視、遠隔
操作を⾏い、電⼒を安
定供給。

配電線の常時監視。配
電機器などを⾃動制御
し、電⼒の融通や停電
時間を短縮。

遠隔設備監視システム

九州電⼒送配電株式会社と共同で、
変電所で⾏う保全業務を効率化
する遠隔設備監視システムを開発



⾼速インター

浄⽔場

ダム

下⽔処理場

下⽔処理監視制御システム⼩⽔⼒発電システム
浄⽔場監視制御システム
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公共インフラ（⽔処理・道路設備）や産業分野で環境・省エネに貢献

２．事業紹介 【ＯＴ・プロダクト】①

道路設備向け受配電システム
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環境省の⾏う補助事業
「令和2年度⼾建住宅におけるネット・
ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）化
⽀援事業」の対象製品に登録されました。

住宅⽤蓄電システム ENEPAC HyBriD

２．事業紹介 【ＯＴ・プロダクト】②

●太陽光発電を有効的に⾃家消費を実現 ●200V出⼒を標準搭載
●⼤容量蓄電池で家全体をバックアップ ●10年間の⻑期補償
●クラウド接続で使⽤状況の遠隔監視
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２．事業紹介 【ＩＴ】

●港湾サービス分野の拡⼤
・港湾コンテナヤード管理システムの国内トップシェア、

IoT・AIを活⽤した設備管理などスマート港湾システムの展開

●ヘルスケアサービス事業の拡⼤ （健康管理ソリューション）

クラウド・Ｉoｔ・ＡＩを活⽤したサービス

港湾システムソリューション 健康管理ソリューション

サーマル
サイネージ

⼄仲台帳 コンテナ台帳 船社台帳
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■電⼒会社の発電所にて共同研究実施
●⾃動⾛⾏

・決められた点検ルートを⾃動で⾛⾏
・段差等がある悪路での⾛⾏可能

●⾼度な点検能⼒
・⼈間の五感以上の点検能⼒がある

●異常検知能⼒
・得られた点検情報から、⾼精度に

異常の有無を判定

12

電⼒会社向け 巡回点検ロボット：発電所・変電所

●⾃動巡視点検機能、メーター識別機能を搭載した次世代の総合的な
巡視点検ロボットです

ロボットを活⽤した巡回点検、監視システム

２．事業紹介 【新事業・新製品】①
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３Dレーザーナビゲーションシステムを搭載した多機能警備ロボット。
⾃律⾛⾏を⾏い、屋内外・天候・昼夜に関わらず安全にパトロールを⾏うことが可能。

●⾃動パトロール、ＡＩによる識別・測定機能を搭載した 次世代の総合的な警備ロボット

第５世代移動通信⽅式（５Ｇ）を活⽤したロボット警備サービスの実⽤化に
向け、2020年10⽉よりフィールド検証を実施予定

※5G: 第５世代移動通信システム

５Gを活⽤したロボット警備サービス（DOCOMO／にしけい殿との協働）

ドコモオープン
イノベーションクラウドTM

駆けつけ

異常検知
リアルタイム制御

5G 5G

警備員

ロボットに搭載された
様々なセンサーで取得す
る位置情報・温度情報・
画像などデータによる安
定したリアルタイム制御

警備業界の⼈⼿不⾜
や⾼齢化への対策警備ロボット

⼤容量データ送信・
⾼速通信（低遅延）

２．事業紹介 【新事業・新製品】②
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２．事業紹介 【新事業・新製品】③

●サーモカメラにて発熱者を検知。また、顔認証による⼊退所管理や
個⼈の健康管理をサポート。

社会の変化に対応したソリューションを提供

検温サーモカメラ

集団での検温 歩きながらの検温

発光

〇サーモカメラを⽤いて発熱者を検知
・⾼効率：AIにて顔を検知してから１秒ほどで温度を測定。⼈の流れを⽌めずにスムーズな測定が可能。
・安全性：⾮接触式で数メートル離れた場所から正確に温度を測定することができ、感染リスクを軽減。
・⾼精度：⼈間の温度測定に特化したカメラで±0.5℃での測定可能。発熱を検知するとパソコンでの

アラームやカメラ本体により発光、警告⾳を発信。

監視ソフト

〇顔認証による⼊退所管理や健康管理サービスを⼤規模⼯場、施設にサポート



●オフィス（会議室、応接室、役員室）、⼯場、管制室、クリーンルーム、
医療施設などパーテーション市場での競争⼒強化、シェア拡⼤

●新たな⽤途・新素材開発による市場の創出（⾞両、エコ建材、アミューズメントなど）

●新規販売パートナーとの協業

パーテーション市場および新たな⽤途による⾞載市場への参⼊

●電源のＯＮ／ＯＦＦで、透明／⽩濁を瞬時に切替えるフィルム(ブラインドフィルム）

©2020 SEIKO ELECTRIC CO.,LTD.
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⾞載専⽤調光フィルム（救急⾞採⽤）

OFF

⽩濁

ON

透明

調光フィルム（SILF®)

●ワンタッチ操作でプライバシーを確保
●衛⽣⾯においてメンテナンスが容易

２．事業紹介 【新製品・新事業】④



©2020 SEIKO ELECTRIC CO.,LTD.
16

２．事業紹介 【海外事業】

“海外拠点を中⼼とした中国・東南アジア市場への展開”
◎電気設備メンテナンスを基軸とした安全・安⼼・省エネ事業の展開
◎⽇系進出企業への電気設備事業の拡⼤
◎制御･電⼦機器製品,正興グループ製品の拡販及びメンテナンス事業の展開
◎情報システム事業の拡⼤（⽇系および⼤⼿企業）

海外⼦会社

海外⽀店・事務所

４社（⼤連・北京・マレーシア・フィリピン）

２箇所（北京・シンガポール）

⼤連
北京

フィリピン

マレーシア
シンガポール

⼤連正興（⼯場） 北京正興

マレーシア（⼯場） フィリピン

【制御・電気機器製品の製作および販売】

海外拠点

・備品管理(RFID)
・販売管理
・給与管理

・⽣産管理
・⽣産計画

・在庫管理

【⼯場トータル 情報ソリューション】



３．2020年12⽉期第2四半期概要
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２０１９年１２⽉期
第2四半期

２０２０年１２⽉期
第2四半期

前年同期⽐
増減額 増減率

受注⾼ １２，０１８ １４，０５５ ２，０３６ １６．９％

売上⾼ １２，４０５ １０，６６１ ▲１，７４３ ▲１４．１％

営業利益 ４６６ ５１２ ４６ ９．９％

経常利益 ４９８ ５１５ １７ ３．４％
親会社株主に帰属する

当期純利益 ３２６ ４４９ １２２ ３７．６％

単位：百万円

✓海外および⺠間向けは新型コロナウィルス感染症の影響を⼀部受けるも、
主⼒事業の国内の電⼒・環境エネルギー部⾨は堅調に推移。

✓売上⾼はサービス部⾨および海外⼦会社が減少。
営業利益は環境エネルギー部⾨の公共分野やコロナ対策商材にて
サービス部⾨が改善し、前期に対し増加。

(1) 第2四半期 連結業績

３．2020年12⽉期第2四半期概要
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単位：百万円(2) 営業利益増減要因
２０１９年１２⽉期

第2四半期
２０２０年１２⽉期

第2四半期
前年同期⽐

増減額 増減率

売上⾼ １２，４０５ １０，６６１ ▲１，７４３ ▲１４．１％

営業利益 ４６６ ５１２ ４６ ９．９％

経常利益 ４９８ ５１５ １７ ３．４％

親会社株主に帰属する
当期純利益 ３２６ ４４９ １２２ ３７．６％

３．2020年12⽉期第2四半期概要

2019年12⽉期
第2四半期
営業利益

466百万円

2020年12⽉期
第2四半期
営業利益

512百万円
（前期⽐ 9.9％増）▲67百万円

営業利益減少要因 営業利益増加要因

〇電⼒システム部⾨
・利益率の減少

〇環境エネルギー部⾨
・海外（中国）は落込

むも、国内の公共分
野が堅調

〇サービス部⾨
・コロナ対応製品の拡販

〇情報システム部⾨
・開発分野が堅調

▲67百万円

+119百万円

＋58百万円

▲75百万円

＋12百万円〇その他部⾨
・電⼦制御機器、オプトロ

分野にて⺠間向けや海外
が低調
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（単位：百万円）

売上⾼ セグメント利益

２０１９年
１２⽉期
第2四半期

２０２０年
１２⽉期
第2四半期

前年同期⽐
増減率

２０１９年
１２⽉期
第2四半期

２０２０年
１２⽉期
第2四半期

前年同期⽐
増減額

電⼒部⾨ ２，８５１ ２，７８２ ▲２．４％ ３２１ ２５３ ▲２１．１％

環境エネルギー部⾨ ５，８６０ ５，３４８ ▲８．７％ １９ １３８ ５９９．５％

情報部⾨ ５５５ ５６１ １．１％ １８ ３１ ７１．５％

サービス部⾨ ２，３１５ １，１６４ ▲４９．７％ ２９ ８７ １９７．３％

その他 ８２２ ８０５ ▲２．１％ ７７ １ ▲９７．８％

✓電⼒部⾨
情報制御システムや発変電・配電向け製品など堅調に推移するも、前期は利益率の⾼い製品があったことにより利益は減少。

✓環境エネルギー部⾨
国内の公共分野（⽔処理設備・道路設備）が堅調に推移し、中国のコロナウィルス感染症の影響により売上は減少するも、
利益は前期に対し改善。

✓情報部⾨
港湾関連やヘルスケア分野が低調となるもシステム開発関係が堅調で前期に対し利益改善。

✓サービス部⾨
⼤⼝の太陽光発電設備関連製品が減少するも検温カメラなどコロナウィルス感染症の対策商材により利益改善。

✓その他
制御機器製品やオプトロニクス分野において⺠間向けや海外での販売活動が低調となり売上、利益ともに減少。

(3) セグメント別業績

３．2020年12⽉期第2四半期概要
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（単位：百万円）

２０１９年
12⽉期第2四半期

２０２０年
12⽉期第2四半期 増減額 主な増減要因

営業活動による
キャッシュ・フロー ２，０６２ ５６８ ▲１，４９３ ●仕込製品の増加

●仕⼊債務の⽀払い増加

投資活動による
キャッシュ・フロー ▲６４ ▲３８７ ▲３２２

●古賀事業所のリニュー
アルに伴う有形固定資産
の取得

財務活動による
キャッシュ・フロー ▲２，１９５ １１５ ２，３１１

●営業活動、投資活動に
よるキャッシュ・フロー
減少を補填

●⼿元資⾦の積み増し

現⾦及び現⾦同等物
の期末残⾼ １，３１０ １，８５５ ５４４

(4) 連結キャッシュフロー計算書の概要

３．2020年12⽉期第2四半期概要
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２０２０年１２⽉期 ２０１９年１２⽉期（参考）

中間配当
期末配当
(予定)

年間
(予定) 中間配当 期末配当 年間配当

１株当たりの配当⾦ １０円 １０円 ２０円 １０円 １０円 ２０円

5円 5円 6円 6円 6円
10円 10円

5円 6円
7円 8円

10円

10円 10円
2円

2円
2円

円

2円
4円
6円
8円
10円
12円
14円
16円
18円
20円

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

記念配当
期末配当
中間配当

中間配当：効⼒発⽣⽇ 2020年8⽉31⽇ （注）２０１６年・・・創⽴９５周年記念配当 ２円
２０１７年・・・東証第⼆部上場記念配当 ２円
２０１８年・・・東証第⼀部銘柄指定記念配当 ２円

22

(5) 配当⾦について

３．2020年12⽉期第2四半期概要
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第２四半期までの新型コロナウイルス感染症の影響

●主⼒事業である国内の電⼒部⾨・環境エネルギー部⾨は
⼤きな影響無し。

●パワエレ、オプトロ分野などの国内の⺠間向けの事業に
おいては需要が落込み。

●海外⼦会社（中国、マレーシア、フィリピン）は、
活動制限令により事業が停滞しており、現在は改善傾向に
あるものの、まだ影響が残っている。

●資材調達や物流など⽣産活動において⼤きな影響無し。

●新型コロナウイルス感染症に対応した検温カメラなどの製品、
システムの拡販、サービスの開発をプロジェクト体制で展開。

３．2020年12⽉期第2四半期概要
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２０１９年１２⽉期
通期実績

２０２０年１２⽉期
通期⾒通し

前年同期⽐

増減額 増減率

売上⾼ ２４，５１４ ２６，０００ １，４８６ ６．１％

営業利益 ９０７ １，５００ ５９３ ６５．２％

経常利益 １，００６ １，５４５ ５３９ ５３．４％

親会社株主に帰属する
当期純利益 ７００ １，０３０ ３３０ ４７．０％

単位：百万円

３．2020年12⽉期第2四半期概要

●通期業績⾒通しについて



（注記）
本資料のうち、業績⾒通し等に記載されている将来の数値は、

現時点で⼊⼿可能な情報に基づき判断した⾒通しであり、リスク
や不確実性を含んでいます。
従いまして、これらの業績⾒通しのみに依拠して投資判断を

下すことはお控え下さいますようお願いいたします。
実際の業績は様々な重要な要素により、これら業績⾒通しとは

⼤きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。
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